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日
本
政
府
と
日
本
銀
行
に
よ
る
異
次
元
の
金
融
緩
和
が
円
安
の
進
行
の
一
因
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
円
安
の
進
行
に
伴

っ
て
物
価
高
が
進
ん
で
い
る
。
消
費
者
物
価
指
数
は
前
年
同
月
比
で
三
・
〇
％
の
上
昇
（
二
〇
二
二
年
八
月
）
で
欧
米
諸
国
に

比
べ
て
低
い
水
準
で
あ
る
も
の
の
、
国
内
企
業
物
価
指
数
は
前
年
同
月
比
で
九
・
〇
％
の
上
昇
（
二
〇
二
二
年
八
月
）
と
欧
米

諸
国
並
み
の
高
い
水
準
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
輸
入
物
価
指
数
は
、
前
年
同
月
比
で
四
十
二
・
五
％
の
上
昇
（
二
〇
二
二
年

八
月
）
で
あ
り
、
こ
の
上
昇
の
う
ち
二
十
・
八
％
は
円
安
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
円
安
が
輸
入
物
価
の
上
昇
を
引

き
起
こ
し
、
更
に
企
業
物
価
を
引
き
上
げ
て
い
る
と
こ
ろ
、
消
費
者
物
価
も
更
に
上
昇
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

こ
う
し
た
現
状
を
踏
ま
え
て
物
価
高
と
円
安
へ
の
対
応
に
つ
い
て
、
岸
田
文
雄
総
理
大
臣
は
、
第
二
百
十
回
臨
時
国
会
に
お

け
る
所
信
表
明
演
説
に
お
い
て
「
家
計
・
企
業
の
電
力
料
金
負
担
の
増
加
を
直
接
的
に
緩
和
す
る
、
前
例
の
な
い
、
思
い
切
っ

た
対
策
を
講
じ
ま
す
」
「
円
安
の
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
た
経
済
構
造
の
強
靭
化
を
進
め
ま
す
。
半
導
体
や
蓄
電
池
の
工
場
立

地
、
企
業
の
国
内
回
帰
や
、
農
林
水
産
物
の
輸
出
拡
大
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。
」
と
述
べ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
政
策
で

国
民
生
活
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
国
民
の
暮
ら
し
を
豊
か
に
で
き
る
の
か
、
疑
問
が
あ
る
と
こ
ろ
、
以
下
、
質
問
す

る
。 



 

２ 

 

一 

円
安
に
よ
る
物
価
高
に
対
し
て
、
政
府
は
燃
料
油
価
格
激
変
緩
和
補
助
金
な
ど
を
給
付
す
る
こ
と
で
家
計
・
企
業
の
負
担

を
緩
和
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
円
安
が
進
む
こ
と
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
価
格
が
上
昇
す
れ
ば
補
助
金
の
給
付
額
が
増
加
す
る
こ

と
と
な
り
、
財
政
赤
字
の
増
加
要
因
と
な
る
。
赤
字
国
債
の
増
額
は
金
融
緩
和
に
つ
な
が
り
、
更
な
る
円
安
を
招
来
す
る
こ

と
に
つ
な
が
る
。
す
な
わ
ち
、
円
安
が
円
安
対
策
補
助
金
の
増
額
に
つ
な
が
り
、
円
安
対
策
補
助
金
の
増
額
が
財
政
赤
字
の

増
額
に
つ
な
が
り
、
財
政
赤
字
の
増
額
が
赤
字
国
債
の
増
額
に
つ
な
が
り
、
赤
字
国
債
の
増
額
が
円
安
の
進
行
に
つ
な
が
る

と
い
う
、
悪
循
環
が
生
じ
る
懸
念
が
あ
る
が
、
政
府
の
見
解
如
何
。 

二 

岸
田
総
理
は
、
円
安
の
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
す
と
主
張
す
る
が
、
日
本
商
工
会
議
所
Ｌ
Ｏ
Ｂ
Ｏ
（
早
期
景
気
観
測
）
調
査
結

果
（
二
〇
二
二
年
四
月
）
に
よ
れ
ば
、
円
安
進
行
が
業
績
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
、
「
メ
リ
ッ
ト
の
方
が
大
き
い
」
と
回

答
し
た
企
業
は
一
・
二
％
に
対
し
、
「
デ
メ
リ
ッ
ト
の
方
が
大
き
い
」
企
業
が
五
十
三
・
三
％
と
な
っ
た
。
ま
た
、
日
本
商

工
会
議
所
の
三
村
明
夫
会
頭
は
定
例
記
者
会
見
（
二
〇
二
二
年
五
月
十
二
日
）
で
、
足
元
の
円
安
基
調
が
続
け
ば
中
小
企
業

に
と
っ
て
「
大
き
な
経
営
上
の
問
題
に
な
る
」
と
の
認
識
を
示
し
、
円
安
と
資
源
価
格
の
高
騰
が
「
中
小
企
業
に
悪
い
影
響

を
与
え
て
い
る
」
と
主
張
し
た
。
円
安
は
、
今
の
日
本
経
済
に
と
っ
て
メ
リ
ッ
ト
よ
り
も
デ
メ
リ
ッ
ト
が
は
る
か
に
大
き
い

こ
と
か
ら
、
円
安
の
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
す
政
策
よ
り
も
こ
れ
以
上
の
円
安
を
く
い
止
め
る
政
策
を
採
用
す
る
こ
と
を
提
案
す
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る
が
、
政
府
の
見
解
如
何
。 

三 
異
次
元
の
金
融
緩
和
の
継
続
が
円
安
要
因
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、
金
融
政
策
に
更
な
る
柔
軟
性
を
持
た
せ

る
こ
と
を
提
案
す
る
。
具
体
的
に
は
、
日
本
銀
行
が
採
用
す
る
イ
ー
ル
ド
カ
ー
ブ
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
（
Ｙ
Ｃ
Ｃ
）
の
幅
を
も

う
少
し
大
き
く
す
る
こ
と
を
提
案
す
る
が
、
政
府
の
見
解
如
何
。 

四 

岸
田
総
理
は
円
安
の
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
す
と
主
張
す
る
が
、
円
安
の
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
て
輸
出
拡
大
を
実
現
で
き
れ
ば

円
高
要
因
と
な
る
。
円
高
に
転
じ
れ
ば
、
も
は
や
円
安
の
メ
リ
ッ
ト
は
失
わ
れ
る
。
そ
う
す
る
と
、
円
安
の
メ
リ
ッ
ト
を
活

か
す
政
策
は
、
仮
に
成
功
し
た
と
し
て
も
一
時
的
な
も
の
に
終
わ
っ
て
し
ま
い
、
中
長
期
的
な
政
策
と
し
て
の
効
果
は
期
待

で
き
な
い
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
如
何
。 

五 

円
安
は
国
際
比
較
に
お
い
て
日
本
の
賃
金
が
安
く
な
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
我
が
国
の
労
働
者
の
賃
金
が
国
際
比
較
に
お

い
て
低
下
す
る
こ
と
は
、
我
が
国
に
と
っ
て
よ
い
こ
と
な
の
か
。
政
府
の
見
解
如
何
。 

六 

ア
ジ
ア
通
貨
危
機
に
直
面
し
た
国
で
は
、
自
国
通
貨
の
下
落
で
国
が
破
綻
す
る
危
機
に
直
面
し
た
。
ア
ジ
ア
諸
国
が
経
験

し
た
自
国
通
貨
の
下
落
の
恐
ろ
し
さ
を
踏
ま
え
れ
ば
、
自
国
通
貨
の
貨
幣
価
値
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
は
国
益
に
は
な
ら
な
い

と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
如
何
。 
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右
質
問
す
る
。 


